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Cephacetrile(以 後CECと 略 す)は,1965年CIBA-

GEIGY社(ス イ ス)に て開 発 さ れ た 新 しい7-ACA

誘導 体 の 一 つ で,従 来 の セ フ ァ ロス ポ リン系 製 剤 と同 様

に広 範 囲 抗 菌 ス ペ ク トラ ム を有 し,特 にR因 子 を持 つ 大

腸菌 に対 し,従 来 の製 剤 よ り強 い抗 菌 力 を示 す こ とが 認

め られ,さ らにEnterebacterの β-lactamaseに 対 し,よ

り安 定 で あ る こ とが見 出 され てい る。 また,本 剤 は 筋 注,

静 注 後 速 や か に有 効 血 中 濃 度 に達 し,投 与量 の90%以 上

が 腎 を 介 して尿 中 に排 泄 され,高 い尿 中濃 度 が得 られ,

ウサ ギ の 腎毒 性 に関 す る病 理 組 織 学 的 検 討 で もCERに

み られ る様 な腎 毒 性 は全 く認 め られ な か っ た と報 告 され

てお り,ス イ ス,フ ラ ンス,ド イ ツで は,す で に市 販 さ

れ て お り,ア メ リカ,オ ラ ンダ,イ タ リア等 各 国 で もそ

の 臨床 検 討 が な され てい る。

私達も本剤の我国における研究会に参加 し,そ の複雑

な尿路感染症に対する臨床成績を検討すると同時に,若

干の尿路感染症分離菌に対する本剤の抗菌力をも検討 し

たので報告する。

抗 菌 力

最近,当 教室におけ る尿路感染症 より分離 された

E.coli 50株,Proteus mirabilis 15株,Preteus veclgaris

19株,Staph. aureus 13株 に対す るCECの 抗菌力を日

本化学療法学会測定法にもとづき測定 した。接種菌量は

108/mlで 結果はTable 1に 示す。E. coliで は6.25μg

/ml～50μg/mlに 分布 し,そ のピークは6.25μg/mlに

認 めた。Proteus mirabilisで は12.5μg/ml～ ≧100μg/

mlに 分布 し,12.5μg/ml～25μg/mlに ピー クを認め,

Proteus vulgalisで は12.5μg/ml～ ≧100μg/mlに 分布

し,12.5μg/mlと ≧100μg/mlに 二相性のピークを認

め,Staph. aureusで は0.19μg/ml～50μg/mlに 巾広

く分布 し,ま たKlebsiellaで は3株 と少数ではあ るが

全株6.25μg/mlに 認 めた。

臨 床 成 績

昭和49年1月 ～昭和50年1月 までに当教室を訪れた入

院患者を主体として複雑な尿路感染症23例 についてその

臨床成績を検討 した。男19例,女4例 で年令は26歳 ～79

歳 で,腎 盂腎炎13例,膀 胱炎10例 であった。投与方法は

筋注5例,静 注10例,点 滴投与8例 で,全 例1回19,

1日2回 投与で,投 与期間は1～7日 であった。

効果判定基準は従来当教室で使用している次のような

基準に従った。

著効(〓):自 覚症状および尿中細菌がともに消失し

たもの。

有効(+):自 覚症状あるいは尿中細菌のいずれかに

改善を認めたもの。

無効(-):自 覚症状および他覚的所見がともに改善

を認めなかったもの。

結果はTable 2に 示す如 く23例 中著効3例,有 効9

例,無 効10例,副 作用による中止例1例 で有効率54.5%

Fig. 1 Structure of Cephacetrile

Table 1 MIC of CEC  (μg/ml)
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Table 2 Clinical effect of Cephacetrile
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in complicated urinary tract infections
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Fig. 2 Pyelonephritis after prostatectomy

Fig. 3 Pyelonephritis after prostatectomy

Table 3 Clinical results in treatment of urological infections

Table 4 Clinical results against various pathogenic organisms
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であ った。

No.1はTable 2,Fig.2に 示 す 如 く,74歳 男 で,前

立腺肥 大 症 術 前 よ りEnterobacter cloacae, Proteus 

morganiiを>105/ml認 め た為,手 術後 直 ち に 本 剤 を1g

朝夕7日 投 与 し,投 与 終 了後 の尿 培 養 で もEnterebacter 

cloacaeを>105/ml認 めた が,術 後 す ぐの 高 熱 は2日

目よ り下 降 傾 向 を 示 し有効 か と思 わ れ た 症 例 であ る。

No.3はTable2, Fig.3に 示 す 如 く,66歳 男で,前

立腺 全摘 前 よ り尿 中 にE. coliを 認 め,術 後CB-PC投

与 中に発 熱 有 り尿 培 養 に てE.coli>105/ml検 出 され

た為,術 後10日 目 よ りCEC 2gを 朝 夕 に分 割 筋 注 投 与

5日 間 に て,投 与2旧 目 よ り下 熱 した が尿 中分 離 菌 では

Pseudomonas, Klebsiellaを>105/ml認 め,下 熱 効

果 を重 視 し有 効 と認 め た 症 例 で あ る。

副 作 用

23例 中1例 にCETテ ス ト陰性でありながら投与3回

目に全身に蕁麻疹様の発疹を認め中止 した。肝機能,一

般検血では全例異常を認めなかった。

考 案

現在までにCER, CET, CEX, CEG, CEZと 数多

くのcepharosporin系 抗生剤が市販され 日常診療に供

されている。今回新しく開発されたCECの 基礎的,臨

床的成績は1970年 シカゴ,1971, 1972年 ア トランティック

市でのInterscience Conferenceお よび1971年 プ ラハ,

1973年 アテネでの国際化学療法学会において発表され,

β-lactamaseに 対 し,比 較的安定であり,in vivoで の

感染防禦効果は大部分の感染菌に対し,CETよ りす ぐ

れている事等の特長が明らかにされている。本邦でも19

73年9月 以来CEC研 究会により基礎的,臨 床的検討が

なされ,第22回 日本化学療法学会西日本支部総会で,ラ

ウンド・テーブル ・デ ィスカッションとして,ま た東 日

本支部総会では一般演題としてとり上 げ られ 検討され

た。

私達 も23例の合併症を伴なった複雑な尿路感染症に本

剤を投与 し,有 効率54.5%の 結果を得ている。 これを疾

患別にみてみると(Table 3),膀 胱炎9例 で著効2例,

有効1例,無 効6例 で有効率33.3%で あ った。 また腎盂

腎炎13例 では著効1例,有 効8例,無 効4例 で有効率

69.2%で あ った。

柴田らは全国数ヵ所の研究機関から集めた77例 の複雑

な尿路感染症で著効7例,有 効38例,稍 効1例,無 効28

例,不 明3例 で有効率60.8%と のべているが,ほ ぼ当教

室の成績と一致する。

次に起炎菌別にみてみると(Table 4),E. coli 3例

で有効率66,7%, Klebsiella 2例 で50%ま た,Pseud.

aeruginosa 2例,Serratia marcescense 1例 は全例無

効,Strept. faecalis, Flavobacterium各1例 では各々

有効 著効であった。また混合感染8例 では4例 が有効

であった。 しか し菌消失率を検討 してみると,20例 中2

例 で10%と 低い成績であった。この点については,全 症

例が何らかの合併症を有する複雑な尿路感染症で,ま た

22例 中 カテーテル留置症例が15例68.2%に も及んでいる

点に原因があるのではないかと思われた。

抗菌力は,大 槻,三 橋らの集計から,E. coliで はCER

とCETの 中間程度,Klebsiella, Proteusで はCERと

同程度,Staph. aureusで はCEZ, CETよ り1～2

管劣る成績で,私 達の臨床分離菌に対する抗菌力でも同

じ様な結果を得ている。

副作用については23例 中1例 にCETテ ス トでは陰性

でありながら投与3日 目に蕁麻疹様の発疹を認め投与を

中止 している。また肝機能,一 般検血では全例異常を認

めていない。

結 語

1.　 抗菌力

グラム陰性,陽 性両群にす ぐれた抗菌力を有し,

CERと ほぼ類似 している。

2.　 臨床成績

22例 の複雑な尿路感染症に使用 し,著 効3例,有

効9例,無 効10例 有効率54.5%の 成績を得た。ま

た22例 中15例 はカテーテル留置中の症例であった。

3.　 副作用

23例 中1例 に蕁麻疹様発疹を認 めた。 また肝機

能 一般検血等では全例異常を認めなかった。
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1. Antibacterial activity.

Excellent bacteriological results were obtained against gram positive and negative bacteria, and the drug's 

potency was observed to be similar to CER.
2. Clinical results.

22 patients with complicated urinary tract infections, including 15 patients of inlying catether, were 

administered CEC. Marked therapeutic results were observed in 3 patients, good results in 9 and no effect 
in 10, overall effectiveness being 54.5%.

3. Side effect.

Of 23 cases, only one case was observed to produce skin eruption, but no other abnormalities were 

noticed in the laboratory data.


